
実証実験レポート

【2023年度】公共施設の点検・メ ンテナンス作業の効率化を後押

し するDXサービスを提供（スパイダープラ ス株式会社）

更新日：2023/08/14

スパイダープラ ス株式会社は、「 働く にも っ と 『楽し い』を創造する」をミ ッ ショ ンに、建設業の施工

管理サービスの開発と 提供を主な事業と する企業です。今回の「Dig i-PoC TOYAMA（デジポッ ク と や

ま）実証実験プロジェ ク ト 」では、こ れまで培ってきた知見を活かし 、和田川ダムと 富山県国際健康プラ

ザの2か所で、点検保守管理業務にDXサービスを導入。業務の負担の軽減、効率化、迅速化に取り 組みま

し た。その内容と 成果について、スパイダープラ ス株式会社（以下、スパイダープラ ス）の福本太一郎様、

廣瀬由依様、齊藤健太郎様から お話を伺いまし た。

【イ ンタ ビュ ー対象者】

スパイダープラ ス株式会社



ビジネスグループ　 商品企画部　 シニアエキスパート 　 福本太一郎様

ビジネスグループ　 商品企画部　 シニアエク スパート 　 廣瀬由依様

プロダク ト グループ　 プロダク ト 戦略部　 シニアエキスパート 　 齊藤健太郎様

建設業のDX化で得た知見を 、地域創生に役立てたいと いう 想いから 応募

-福本氏：

スパイダープラ スではこ れまで、建設業の現場管理を中心と し たサービスを提供し てきまし たが、培っ

てきた知見を地域創生にも 役立てら れると 考え、自治体DXにも 業務領域を広げよう と し ていまし た。

そのタ イ ミ ングで、今回のプロジェ ク ト における我々のパート ナーである株式会社ガバメ イ ツ様が、自

治体におけるDX推進事業に関し て富山県様と 以前協議をさ れていた経緯があり 、実証実験プロジェ ク

ト 「Dig i-PoC TOYAMA」の存在を知り まし た。

今回のプロジェ ク ト では、自治体DXの実績を数多く 有する株式会社チェ ンジホールディ ングス（以下、

チェ ンジホールディ ングス様）の一員である、株式会社ガバメ イ ツ様（以下、ガバメ イ ツ様）のソ リ ュ ー

ショ ンを活用し ています。チェ ンジホールディ ングス様と は、2022年に自治体DXの推進に関し て連携
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協定を結んでいる縁から 、ガバメ イ ツ様も 含め、みんなで「ぜひ一緒にやり まし ょ う 」と いう 話になり ま

し た。

Cap）写真左：和田川ダム／写真右：富山県国際健康プラ ザ

応募の際に我々が提案し たのは「建物施設の点検・メ ンテナンス作業」でし たが、「Dig i-PoC TOYAMA」

事務局の方から 「土木イ ンフ ラ についても やってみないか」と いう お話をいただき、和田川ダムと 富山

県国際健康プラ ザの2か所で実証実験を行う こ と になり まし た。

自治体には、建物のほか道路や公園、橋梁、そし てダムなど、さ まざまな施設・イ ンフ ラ があり 、それぞれ

DX化の推進は不可避だと 思われます。そのためご提案いただいた「土木イ ンフ ラ 」は、我々にと って新

し い挑戦でし たが、多く の学びを得る機会になり まし た。

使いやすく 、役立つシステムでなければ、導入する 意味がない



-齊藤氏：

こ の実証実験では、スパイダープラ スが開発・提供し ている、施設の維持管理向けの機能「S+Maint（エ

スプラ スメ ンテ）」「S+Report（エスプラ スレポート ）」を、実証先のニーズや業務内容・フ ローに適し た

形にカ スタ マイズいたし まし た。それら を実際の作業の中で利用し ても ら い、その後、業務の変化につ

いてのアンケート にご回答いただく と いう 流れになり ます。

S+Maint

イ ンフ ラ ・建物施設の管理者、点検作業者の点検・不具合管理関係者が利用できるメ ンテナンスサービ

ス

S+Report

紙の帳票記録をデジタ ル化するこ と により 、現場のペーパーレス化を実現し 、入力作業の手間・管理コ

スト の削減を可能と するSPIDERPLUSの新機能



「我々のサービスや培ってきた知見は、イ ンフ ラ の分野でも 絶対に活かせる」と いう 仮説を持っていた

のですが、こ れまで関わってきたと こ ろと は少し 遠い領域でし たので、果たし てニーズやソ リ ュ ーショ

ンがマッ チし ているのかと いう 疑問があり まし た。今回、こ う し て「Dig i-PoC TOYAMA」の実証実験プ

ロジェ ク ト と いう 形で、その仮説を検証する機会を得ら れたのは、大変価値のあるこ と でし た。

-廣瀬氏：

「S+Maint」「S+Report」のカ スタ マイズのために、和田川ダム、富山県国際健康プラ ザのご担当者様に

何度も お話を伺い、実際の点検作業にも 同行し まし た。特にダムについては知ら ないこ と ばかり でし た

ので、1から 教えていただく こ と が色々と あり まし た。それでも 皆さ ん、嫌な顔ひと つせずに丁寧に回答

し てく ださ って、心から 感謝し ています。

ヒ アリ ングのと きに、和田川ダム管理事務所の杉森所長代理が「DXを導入すると やり 方が変わるから 、

最初はそれを面倒だと 思って嫌がる人も いるかも し れない。でも 、以前より 良く なっ た、改善さ れたと

思われれば受け入れても ら えるだろう 。反対に、導入のメ リ ッ ト が感じ ら れなければ、それは意味のな

いも のと 思われてし まう 」と おっ し ゃっ たこ と が、頭に残っていて。作業する皆さ んが使いやすく 、そし

て役立つシステムにするにはどう し たら いいのか、その答えを見つけたい一心でたく さ んの質問いた

し まし た。



働く 人のウェ ルビーイ ングにつながる DXソ リ ュ ーショ ンを

-齊藤氏：

我々は「 働く にも っ と 『楽し い』を創造する」と いう ミ ッ ショ ンのも と 、建設業界を中心にDXサービス

を開発・提供し てきまし た。業務の負担の軽減、効率化、迅速化に貢献するDXソ リ ュ ーショ ンは、働く 人

のウェ ルビーイ ングにつながるも のだと 考えます。

スパイダープラ スと し ても 今後はさ ら に業務領域を広げ、より 多く の皆さ んの『楽し い』を創造するた

めに励んでいく つも り です。

【実証実験レ ポート 】



公共施設の各種点検業務や不具合管理をデジタ ル化し 、報告書作成時間や管理者と 作業者の情報共有

コ スト を削減するこ と により 、技術職員の負荷軽減と 措置対応速度の改善度合いを検証し ます

［実証実験A　 和田川ダム］

＜実証実験　 ご担当者＞

富山県和田川ダム管理事務所

所長代理　 杉森英之様

技師　 能松大樹様

（ ）

cap）画像は「点検一覧」管理画面

和田川ダム管理事務所の杉森様、能松様へのヒ アリ ングをも と に、月に1回行われる警報局舎点検、湖面

パト ロール点検、水路工作物点検に関する点検項目を設定し 、点検帳票への出力をカ スタ マイズ開発。
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実際の点検作業に利用し ていただき、毎月のアンケート に協力し ていただく こ と で、効果測定を行いま

す。

cap）画像は「点検項目表」ページ

点検業務では、技師がデジタ ルデバイスを持って、予備発電機、艇庫、監査廊など点検箇所を順番に回っ

ていきます。問題の有無を確認し 、「○」「△」「×」の3段階で評価し 、状況についてコ メ ント を加えるこ

と も できます。最後にデバイス内蔵のカ メ ラ で撮影をし て、その箇所の作業は終了。次の点検箇所に移

動し 、同様に点検を行います。

-廣瀬氏：

ヒ アリ ングの際、点検にも 同行さ せていただきまし たが、点検のと きに使っていた紙の帳票に書かれて

いる順番と 、点検作業の順番が一致し ていなかっ たのです。そこ で、サービス画面上では実際の作業の

順番と 同じ になるよう にカ スタ マイズし まし た。「使ってよかっ た」と 思っても ら う ためには、できるだ

け日々の業務に馴染むよう なサービスにするこ と が大切だと 思っ たのです。



–能松氏：

画面をそのままスク ロールし ていけばいいだけなので、こ れまでと 比べて、と ても 使いやすく なり まし

た。細やかな配慮に感謝し ています。

こ れまでの点検作業は以下の流れです。

1. 点検票を印刷。手にデジカ メ を持って、点検し ながら 撮影し 、全部回っ たら 事務所に戻る

2. 撮影画像をパソ コ ンに移し 、点検表と は別の写真帳に貼り 付けて、どの場所かコ メ ント を書き入れ

て印刷

3. 報告書を作成

事務所に戻ってきてから の書類作成には、最低1時間かかり ます。ですが、こ のサービスを導入するこ

と によって、書類作成にほと んど時間がかから なく なるので、1時間程度は短縮できるよう になり 、大き

な成果だと 思いまし た。



-杉森氏：

効率化だけでなく 、即時性と いう 視点においても こ のサービス導入の大きなメ リ ッ ト を感じ ています。

今日も 点検作業の内容をタ ブレッ ト でリ アルタ イムに見ていまし た。決裁についても 、紙を順番に回し

てハンコ を押すのと は違い、全員がすぐ に報告を確認できますので、大幅な時間短縮になり ます。

2024年元旦に能登半島地震があり まし たが、あのと きも 発電が止まり 、臨時点検を行いまし た。安全が

確認できるまで発電を再開するこ と はできませんので、まさ に1分１ 秒を争う よう な状態でし た。こ の

サービスがあれば、あのと きのよう な非常事態でも 迅速な報告、決裁が可能になると いう こ と は非常に

大きな意味があると 感じ ています。



-福本氏：

和田川ダムの実証実験でう れし かっ たのは、杉森様や能松様をはじ め皆さ んがサービスを使いながら

「こ こ はこ う し た方がいいかも し れない」と アド バイスし てく ださ るこ と でし た。現場での気づきを伝

えても ら えるのは、システムをより 良いも のにするのに本当に価値のあるこ と ですし 、なんと いって

も 、我々にと って大変励みになり まし た。

［実証実験B　 富山県国際健康プラ ザ］



＜実証実験　 ご担当者＞

公益財団法人富山県健康づく り 財団

富山県国際健康プラ ザ 事業推進課　 副主幹 谷崎修一

株式会社ホクタ テ

ビルメ ン事業本部　 BM部　 部長　 若島英幸様

ビルメ ン事業本部　 BM部　 推進役 志戸岡誠様

ビルメ ン事業本部　 BM部　 水上拓也様

https://w w w.toyam a-pref-ihc.or. jp

https://w w w.hokutate.co. jp

https://www.toyama-pref-ihc.or.jp
https://www.hokutate.co.jp


Cap）写真左：浴槽の塩素濃度測定／写真右：プール水温確認

cap）画像は「塩素濃度測定　 デジタ ル入力」ページ

富山県から 富山県国際健康プラ ザの指定管理業務を委託さ れている公益財団法人富山県健康づく り 財

団様（以下、富山県健康づく り 財団様）の谷崎様、そし て富山県健康づく り 財団様から 点検管理業務を委

託さ れている株式会社ホクタ テ様（以下、ホクタ テ様）の若島様、志戸岡様、水上様へのヒ アリ ングをも

と に、塩素の濃度測定、空調・給排水機器点検、不具合管理業務の一元管理をデジタ ル化。予防保全効果

や情報共有コ スト の変化について、アンケート をと り 、効果測定を行います。

cap）画像は「不具合詳細内容」ページ

cap）画像は「不具合一覧」ページ

点検業務では、技師がデジタ ルデバイスに必要事項を入力。不具合管理業務では、不具合の要因、緊急

度、復旧対応の進捗状況をタ ブで選んで入力。詳細については書き込むこ と もできます。またデバイス

で撮影し た画像はそのまま不具合管理の帳票に貼付さ れるよう にカ スタ マイズさ れています。

-福本氏：

富山県国際健康プラ ザの管理については、県から 富山県健康づく り 財団様が受けていて、さ ら に点検作

業についてはホクタ テ様が受けると いう 状況であるため、手順が少し 複雑で、何度も ヒ アリ ングを行い

まし た。

ガバメ イ ツ様の業務フ ロー管理のソ リ ュ ーショ ン「Govm atesPit」に、伺っ たお話や業務手順書の内容

を打ち込み、業務量、業務フ ローの可視化をし 、さ ら にお話をう かがって改良を重ね、帳票を作り まし

た。

Cap ) 画像はGovm atesPitのページ

実際に行われている業務の流れには、通常のルート はあるも のの大変複雑で、それをDXに落と し 込む際

には、どこ かを省いて単純化し つつも 、漏れのないよう にし ていかなく てはなら ないので、かなり 難航

し まし た。



-水上氏：

今までは口頭や書面での報告でし たが、こ のサービスを使っ たこ と でタ イムラ グがなく なり 、ク ラ イ ア

ント はも ちろん、誰でも 、必要なと きにどこ から でも 情報にアク セスできるよう になり まし た。本当に

便利ですね。



-志戸岡氏：

施設員にはシニアの方も いるので、タ ブレッ ト の入力にはまだ少し 時間が取ら れていますが、慣れてい

けば大丈夫と 思えるく ら い、直感的に使う こ と ができます。入力も タ ブで選ぶのがほと んどなのでと て

も 楽です。特に、写真をタ ブレッ ト で撮影し てすぐ 共有できるのは、現場の様子が一目で伝わるので良

いですね。



-谷崎氏：

報告の迅速化と いう 意味でも 、こ のサービスは優れていると 思いますが、と ても 見やすく できているの

が良いですね。例えば不具合の復旧状況はステータ スごと に色分けし てあるので、一目で判断できま

す。またキーワード を入れると 、情報がすぐ 抽出できるので、過去に起きた問題も すぐ 確認できるの

で、時間と 手間がかなり 省けるはずです。



-若島氏：

我々は維持管理、日常運転管理のほかに、予防保全的な管理も 求めら れていますので、例えば突然、設備

が故障停止になる前に、日常運転記録から 未然に異常を察知し て、修繕などのメ ンテナンスが行えるよ

う な視点で、データ を活用し ていけたら と 思っています。

実証実験の成果を 核に、施設管理における自治体DXを 広く サポート し ていき たい



今後の課題や展望について、尋ねたと こ ろ

「紙ベースの管理では、どう し ても 報告にタ イムラ グが生まれてし まいます。緊急時はも ちろんですが、

施設状態をリ アルタ イムで把握できる方が何かあっ たと きの情報連携が取り やすいですし 、過去の記

録をすぐ 検索できれば、経験の浅い人でも 判断がし やすく 、意思決定のスピード も 上がると 考えら れま

す。広く 利用し ても ら えるサービスになるよう 、今回の実証実験の成果を活かし ていきたいと 思いま

す。またスパイダープラ スの既存の事業で一番大きなも のと し て、工事で使える施工管理サービスがあ

り ますが、メ ンテナンスと う まく 連携し て、施設の点検と 修繕工事までを一元管理できるよう なシステ

ムにも 、将来的には対応し ていきたいです」と 廣瀬氏。

「今回の実証実験でイ ンフ ラ 管理やメ ンテナンスで使っていただいたこ と で得ら れた成果を核にし て、

自治体の有するさ まざまな施設管理のDXに貢献し ていきたいと いう 気持ちです。そし て遠大な未来の

計画と し ては、ダムと いっ た河川のイ ンフ ラ 、道路、橋梁の検査・メ ンテナンスの分野でサポート できる

よう になれればと 考えています」と 福本氏。

「ダムの場合は位置が固定的なので違う のですが、道路や橋梁のメ ンテナンスでは地図と の連携が大変

重要で、そこ の機能がまだ我々のサービスには足り ていないのが現状です。今後はマッ プ機能をつけ

て、対応できるイ ンフ ラ の種類が増やせるよう にし ていきたいです」と 話す齊藤氏。


